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「
店
長
に
な
る
と
残
業
代
は
払

い
ま
せ
ん
」
と
言
う
事
業
主
が
い

ま
す
。
店
長
は
労
基
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る「
管
理
・
監
督
者
」だ
か

ら
だ
と
言
い
ま
す
。
確
か
に
労
基

法
第
41
条
第
1
項
2
号
に
「
事
業

の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
監
督
若
し

く
は
管
理
の
地
位
に
あ
る
者
又
は

機
密
の
事
務
を
取
り
扱
う
者
」は
、

時
間
外
、
休
日
割
増
賃
金
を
支
払

わ
な
く
て
も
よ

い
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
会

社
や
事
業
主
が

こ
の
条
文
を
利

用
し
て
、
賃
金

コ
ス
ト
を
抑
制
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
条
文
を
都
合
よ

く
運
用
す
る
と
労
使
ト
ラ
ブ
ル
発

生
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
過
去
の
裁
判
事
例
で
は
、
平

成
20
年
1
月
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
店

長
の
時
間
外
労
働
割
増
賃
金
不
払

い
が
争
わ
れ
た
「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

偽
装
管
理
者
事
件
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の
裁
判
の
結
果
は
、
翌
年
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
が
和
解
金
の
支
払
い
に

応
じ
て
事
実
上
敗
訴
し
ま
し
た
。

判
例
な
ど
か
ら
も
労
働
者
を
時

間
外
割
増
し
の
適
用
除
外
に
該
当

さ
せ
る
た
め
に
は
、
厳
し
い
要
件

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
①
経
営
者

と
一
体
的
な
立
場
に
あ
る
こ
と
。

「
店
長
」な
ど
の
呼
称
に
か
か
わ
ら

ず「
実
態
に
即
し
て
判
断
」さ
れ
、

た
と
え
ば
経
営
会
議
に
出
席
し
て

重
要
事
項
の
決
定
に
も
参
画
し
て

い
る
こ
と
な
ど
で
す
。
②
自
ら
の

勤
務
時
間
に
つ
い
て
自
由
裁
量
が

与
え
ら
れ
て
い

る
。
極
端
な
例
が

い
つ
出
勤
し
、
い

つ
退
社
し
て
も
よ

い
権
限
を
も
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

③
そ
れ
相
応
の
賃
金
が
支
払
わ
れ

て
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
管
理

職
手
当
を
付
け
年
収
5
0
0
万
円

ぐ
ら
い
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
「
管
理
・
監
督
者
」

は
法
の
主
旨
と
し
て
は
、
取
締
役

候
補
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

賃
金
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
活
用

す
る
の
で
は
無
理
が
生
じ
ま
す
。

上
記
、
3
要
件
を
充
た
し
た
上
で

適
用
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
「
管
理
・
監
督

者
」
と
い
え
ど
も
深
夜
時
間
帯
は

割
増
し
の
対
象
に
な
り
、
有
給
休

暇
も
付
与
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

社
会
保
険
労
務
士

齊
藤

学

齊藤さん

【
総
合
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
発
】

野
丁
場
で
鉄
筋
工
事
の
2
次
下
請

け
を
し
て
い
る
江
戸
川
支
部
の
株

式
会
社
朋
栄
の
代
表
取
締
役
・
佐

藤
晃
一
（
40
歳
）
さ
ん
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

会
社
の
経
営
が
大
好
き
で
、
事

業
に
役
立
て
る
た
め
独
学
で
簿
記

2
級
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
資
格
を

取
り
ま
し
た
。
職
人
で
も
き
ち
っ

と
社
会
保
険
に
加
入
す
べ
き
と
3

年
半
前
に
今
の
事
業
所
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

以
前
は
16
人
で
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、
社
保
・
厚
生
年
金
の
加
入

で
手
取
り
が
減
る
の
は
嫌
だ
と
、

時
間
を
か
け
て
説
得
し
ま
し
た
が

6
人
が
辞
め
て
し
ま
い
、
20
歳
代

で
元
請
に
応
援
に
出
し
て
い
た
2

人
は
、理
不
尽
に
も
引
き
抜
か
れ
、

8
人
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
事
務
所
で
、
以
前
は
お

好
み
焼
き
屋
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
時
お
客
で
来
て
い
た
支

部
副
委
員
長
の
木
城
さ
ん
に
誘
わ

れ
て
、
昨
年
の
秋
に
土
建
に
加
入

し
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
土
建
を

知
っ
て
い
れ
ば
全
員
土
建
国
保
の

適
用
除
外
を
活
用
で
き
た
の
に
と

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
（
3
人
は

協
会
け
ん
ぽ
）
。

モ
ッ
ト
ー
は

仲
間
と
楽
し
く

事
業
を
や
っ
て
い
く
上
の
モ
ッ

ト
ー
は
、
綺
麗
で
透
明
性
の
あ
る

経
営
を
心
掛
け
、
仲
間
と
楽
し
く

仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。
お
か
げ

で
儲
け
ら
れ
ず
、
1
次
に
掛
け
合

っ
て
し
ぶ
し
ぶ
単
価
を
上
げ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
2

年
単
位
で
会
社
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
な
が
ら
事
業
展
開
し
て

い
ま
す
。
当
面
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
選
手
村
の
工
事
予
定
が
は
い

っ
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
に
加
入
後
は
、
積
極

的
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経

営
者
と
つ
な
が
り
刺
激
を
受
け
、

大
変
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
分

会
賃
金
対
策
部
長
も
引
き
受
け
、

土
建
祭
り
や
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
に
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
東
京
土
建
の
名
は
知

っ
て
い
ま
し
た
が
、
事
業
内
容
が

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
土
建
国

保
の
適
用
除
外
制
度
も
、
も
っ
と

社
保
未
加
入
事
業
所
に
宣
伝
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

加入して刺激を受けたという佐藤さん

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
10
月

11
〜
12
日（
水
木
）池
袋
、
②
10
月

28
〜
29
日（
土
日
）多
摩
西
部
支
部

会
館（
昭
島
市
）、
③
11
月
8
〜
9

日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万
4
千
円

足
場
11
月
2
日
（
木
）
池
袋
、
7

千
円

振
動
工
具
・
刈
払
機
11
月
10
日

（
金
）
多
摩
西
部
支
部
会
館
（
昭

島
市
）
、
1
万
3
千
円

石
綿
11
月
13
日
午
後（
月
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
11
月
14
日
（
火
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
・

熱
中
症
と
2
日
間
連
続
セ
ッ
ト
割

引
1
万
4
千
円

丸
の
こ
11
月
15
日
（
水
）
池
袋
、

熱
中
症
と
同
日
セ
ッ
ト
割
引
7
5

0
0
円

熱
中
症
11
月
15
日
（
水
）
池
袋
、

3
3
0
0
円

低
圧
電
気
11
月
14
日（
火
）池
袋
、

7
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
11
月
15
日（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

足
場
作
業
主
任
者
の
能
力
向
上
教

育
（
作
業
主
任
者
修
了
者
へ
の
、

お
お
む
ね
5
年
毎
の
再
教
育
）
10

月
31
日
（
火
）
池
袋
、
8
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）11
月
1
〜
2
日（
水

木
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
11
月
16
〜
18
日
（
木
金
土
）

足
立
支
部
会
館
、
2
万
1
千
円

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
11
月
21
・

22
日
・
12
月
1
日
（
火
・
水
・
翌

金
）
池
袋
（
実
技
は
西
多
摩
支
部

会
館
）
、
3
万
2
千
円

【
作
業
主
任
者
】

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
10
月
28
〜
29
日
（
土
日
）

八
王
子
支
部
会
館
、
1
万
1
千
円

鉄
骨
11
月
1
〜
2
日
（
水
木
）
池

袋
、
1
万
1
千
円

特
定
化
学
物
質
11
月
17
〜
18
日

（
金
土
）
足
立
支
部
会
館
、
1
万

1
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
11
月
20
〜
22
日
（
月
火
水
）

池
袋
、
1
万
9
千
円

店
舗
関
係
内
装
現
場
の
施
工
管
理
（
社

員
）

㈱
エ
ス
・
バ
イ
・
テ
ィ
（
渋
谷
支
部
）

☎
5
7
2
8
―
2
6
1
6

左
官
（
ア
ル
バ
イ
ト
、
他
）

㈱
山
口
工
業
（
目
黒
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
1
4
6
―
5
5
4
2

電
工
（
常
用
、
手
間
請
、
社
員
）

㈱
中
程
電
機
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

☎
0
4
2
―
4
7
1
―
5
5
6
0

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ー
キ
ン
グ（
常
用
、

社
員
）

㈲
テ
ィ
ー
・
エ
ス
・
プ
ラ
ン（
西
多
摩
支

部
）

☎
0
4
2
―
5
1
3
―
8
1
3
0

設
備
・
水
道
・
配
管
工
（
社
員
）

㈱
富
士
正
ハ
ウ
ス
（
足
立
支
部
）

☎
0
7
0
―
5
0
2
7
―
0
1
6
5

大
工
・
多
能
工
（
社
員
）

㈱
山
内
商
事
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
5
7
―
0
4
5
1

電
工
・
現
場
代
理
人
（
請
負
、
社
員
）

エ
ー
ス
電
設
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
1
0
―
4
6
0
5

鳶
（
社
員
）

㈱
椿
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
8
0
―
3
2
5
1
―
1
3
1
0

電
工
（
社
員
、
見
習
）

㈲
奈
良
井
電
気
（
北
支
部
）

☎
0
8
0
―
2
3
7
0
―
8
5
9
5

電
気
通
信
工
事（
常
用
、
社
員
、
見
習
）

大
川
電
気
通
信
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
7
0
―
4
2
2
3
―
4
8
4
7

解
体
工
（
社
員
）

㈲
志
賀
工
業
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
6
9
1
―
6
4
0
0

移
動
式
ク
レ
ー
ン
オ
ペ（
社
員
、
見
習
）

㈲
大
隆
機
工
（
江
戸
川
支
部
）

☎
3
6
7
3
―
2
0
9
6

鉄
筋
工
（
社
員
、
見
習
）

㈲
エ
ン
デ
バ
ー
（
江
戸
川
支
部
）

☎
3
8
0
4
―
9
8
7
7

大
工
（
常
用
、
請
負
）

㈱
エ
ム
ビ
ー
ホ
ー
ム
（
江
東
支
部
）

☎
3
6
3
6
―
4
9
0
8

電
工
（
社
員
）

㈱
桜
電
気
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
1
3
6
―
1
9
4
3

ク
ロ
ス
・
フ
ロ
ア
タ
イ
ル
（
手
間
請
）

㈲
イ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
（
大
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
4
0
2
―
7
6
6
2

内
装
・
配
管
・
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
手
間
請
、
請
負
、
社
員
、
ア
ル
バ
イ

ト
、
他
）

㈱
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）（
練
馬
支
部
）

☎
6
7
9
4
―
3
6
5
1

店
舗
内
装
監
理
者
（
社
員
）

㈱
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
（
品
川
支
部
）

☎
5
4
3
6
―
1
7
7
2

植
木
職
人
（
社
員
）

㈲
オ
ッ
ト
ー
（
中
野
支
部
）

☎
3
2
2
9
―
8
5
8
7

大
工
（
常
用
）

㈱
マ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
江
東

支
部
）

☎
3
6
4
8
―
5
3
8
1

透
明
性
の
あ
る
経
営
で

江
戸
川

㈱
朋
栄
の
佐
藤
晃
一
さ
ん

21

店
長
は
残
業
代
ゼ
ロ
？

労
基
法
の
乱
用
は
認
め
ま
せ
ん

求

人

求

人


